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Step7 課題の解決　
課題を解決するため、「どうしたら〇〇が実現できるのか?」などの「問い」を立て、アイデアを創造し、プロトタイピング(試行・試作)を行い、成功または失敗の原因を探究するステップである。失敗した場合には、1～6のどのステップに戻るかを考え、再び探究と創造を繰り返していく。

1． 計画に基づいて、プロトタイピングをしてみよう。
　　　プロトタイピングとは、試作品を作ったり、企画書・提案書などを試しに作ってみて、利点や欠点を検証したり、チームメンバーの認識をすり合わせたりすること。

[image: ]【企画書の例】
　・タイトル、現状分析、目的、コンセプト、施策、得られる効果、予算、スケジュール、目標などを書く






　　【プロトタイプの例】
	・学校の中だけでイベントを実施してみる
[image: ][image: ]	・段ボールや3Dプリンターを使って試作品を作ってみる

2． 完成したものについて、どのように評価するのか評価の指標を決めよう。・
・
＜指導上の留意点＞
・プロトタイプしたものを複数の観点から評価する。


・
＜指導上の留意点＞
・どうなったら成功なのかを考えさせる。
・どうなったら成功なのか評価の仕方、内容を考える。











3． プロトタイピングの結果について、２で決めた指標に基づいて自己評価をしたり、ほかの人たちから評価をもらったりして、改善点をみつけよう。
・







4． 社会への実装の可能性について考えてみよう。＜指導上の留意点＞
・自分たちの取り組みが、どの面を重視したのかや、どの面が優れているのか等について、発表する













5． これまでの問題解決の成果を発表して、その過程を振り返ろう。＜指導上の留意点＞
・成果物だけでなく、これまでどのような過程で問題解決をしてきたかを発表する。



image3.png
- JORYAEYD (ERTOBHD - JORYTEYT RAETOBD

VIR TREDERFER:
KIONT—RAVMEENANBNET

7uv9

(PR RERHNTH HEHE FER) &Y, 2021]




image1.emf



 



  



 



 



 



 



 



 



 



タイトル 



現状分析 



目的 



企画の概要/コンセプト 



具体的な施策 得られる効果 



予算 スケジュール 



目標 










 

   

 

 

 

 

 

 

 

タイトル 

現状分析 

目的 

企画の概要/コンセプト 

具体的な施策  得られる効果 

予算  スケジュール 

目標 


image2.png
- JORYTEYT GEETHED - JORYAEYT GEETOHHED
IVOZTILT S THAVBEEENT HH:
XEAR—ILGENALLNET

\ THA L BEE

HEBIEAT 3
EHRTOXRBREH

(7=2MNT#EST—L:T=7=/=920HI] G RTORREH: =T R4t]




